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平成１０年１１月２２日

富丘区開基１００年式典・記念碑除幕

▲

富丘区の開基１００年記念式典の概要は、「広報ところ」１２月号の〈まちの話題〉で

紹介しています。（下記に貼り付けました）



●富丘区の開基１００年事業の準備は、平成７年の区の定期総会から始まりました。議長

の採択により１００年事業の実施を決め、事業の推進は新しい役員に一任。翌８年１月

１１日に区役員、区諸団体合同会議が１００年事業のアンケートを行い、８５％の賛成を

得て事業の開始が決定します。●２月７日に準備委員会が発足し、１７日には区臨時総会

を開催し、平成１０年の１年間を１００年記念事業の年にすることになりました。●記念

事業は、平成１０年３月の看板作りに始まり、７月１０日には区農協青年部から富丘神社

に鳥居の建立寄贈、快晴の７月１９日には１２０人が参加して熱気球試乗会と続きました。

この熱気球試乗は、イベントを

担当する事業部が発案し、小清

水町の熱気球クラブに依頼した

もので、悪天候のために予定が

変わり、４度目で実現しました。

●富丘区１００年事業最大のイ

ベントは１１月２２日の記念碑

の除幕と記念式典。当日、コミ

ュニティセンター駐車場西側の

小高い場所に建立された記念碑

の除幕式は、１８０人の出席の

中、午前１０時に富丘小学校児

童によって行われました。●そ

の後、全員の記念写真撮影、願

い事を書いた紙を付けた風船飛

ばし、富丘小学校での式典・祝

賀会へと移りました。

●記念碑の題字「拓頌（たくし

ょう）」は、平成１１年３月に跛

行した『富丘百年史』のタイト

ルにもなっています。

＊全員揃っての記念写真の後に、

願い事を書いた風船を飛ばし

ました。



＊右：富丘小学校体育館での

式典・祝賀会

＊上・右：この２枚は、１１月２９

日に行われた富丘小学校学芸会

で踊ったよさこいソーランと

リコーダー演奏です。

（祝賀会での写真は未所蔵）


